
〇 〇 〇 〇 〇
一 一 道 道 警
般 般 交 交 備

平 競 競 法 法 業
成 争 争 の の 法
十 入 入 道 規 道 規 の
四 札 札 警 定 旭 定 規
年 の の 察 に 川 に 定
五 実 資 本 基 方 基 に

北 海

〇 〇 〇 〇
政 一 公 公
治 般 募 募
団 競 型 型
体 争 プ プ

道 の 道 入 道 ロ 支 ロ
公 収 選 札 教 ポ ポ庁
安 支 挙 の 育 ー ー

公委 報 管 実 庁 ザ ザ

道 公 報

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
都 知 知 特 家 土 土
市 事 事 定 畜 地 地
計 権 権 調 伝 改 改
画 限 限 達 染 良 良

公 法 に に 契 病 事 事
第 係 係 約 検 業 業
六 る る に 査 の の
十 保 保 係 の 工 施

第

〇 〇 〇 〇 〇
道 土 平 特 特
営 地 成 定 定
土 改 十 調 調
地 良 四 達 達
改 区 年 契 契 告
良 の 度 約 約
事 定 地 に に
業 款 籍 係 係

号

毎
週
火
・
金
曜

月 施 格 部 づ 面 づ 基
十 に に 告 く 公 く づ
日 関 関 示 技 安 技 く

す す 能 委 能 講
る る 検 員 検 習
公 公 定 会 定 の
告 示 員 告 員 実

金 審 示 審 施（
三 査 査

曜 件 及 及
） び び

日 教 教
習 習

員 告 理 施 実 ル 告 ル
会 書 委 習 の の
告 の 員 船 実 実
示 要 会 管 施 施
旨 告 理
の 示 局
公 告
表 示
の
一
部
訂
正

告 六 安 安 る 命 事 行
条 林 林 入 令 の の
の の の 札 完 同
規 指 指 の 了 意
定 定 定 公 の
に の の 告 届
よ 解 解 出
る 除 除
都 の（
市 二 予
計 件 定
画 ）
事

変 の 調 る る 示 目
更 変 査 落 落
計 更 事 札 札
画 の 業 者 者
の 認 計 等 等
決 可 画 の の
定 の 公 公

決 示 示
定

次

日
発
行

指 指
導 導
員 員
審 審
査 査
の の
実 実
施 施

（
八
件
）

（
計
画
管
理
課

業
の
施
行

（ （
土 土
地 地（ （ （

都 資 酪 改 改
市 源 農 良 良（ （
環 治 治 管 畜 指 指
境 山 山 理 産 導 導
課 課 課 課 課 課 課

土 土
地 地 （ （ （
改 改 農 食 情
良 良 地 品 報
指 指 調 衛 基
導 導 整 生 盤 発行
課 課 課 課 課

北 海 道
（総務部法制文書課）

五 五 四 四 四
二 一 九 七 七

２
報意成意

随情随平随

イ

契

所意

在契系契
約年約

の４の

地約
に

）

三 三 三 三
五 四 三 一

ア
契 契随随地号 約意意方約名 ） の契契公に 第 相約約共関称

す 手に団

） ） ） ） ） ） ）

三 三 三 二 二 二 二
一 一 〇 九 八 八 八

１

住意

随情随平随随

アイ

契契

意報意成意氏

契系契
約年約名所約

の４のに

約
に

） ） ） ） ）
電話

ペ
二 二 二 二 二 ー
八 八 六 六 五 ジ 印刷

北

〇次 海

氏 地の平 道

名 方と成 告

及 自お 示

び 治り年 第

住 法随５

所 第意月

－ －
（内線 ）
－ －

富士プリント

〇
公
募
型
プ

道 ロ 道
監 ポ 警

相月相

方日方

北る機手１手

係

道定をの

海特器

幌務出定名

札役部決氏

中名機たび

市の先し及

）

区及等所

央称関日住

条

条量賃

３数の

北び

方よ体る
務海 １ をっの事北 円第
第 定理品を道 項 決た物

た又当合 ２ し由等担総

続特る画 の 手はす企 号
定 定組部 規
に 役織

調称進 る の名推 よ 務の

相月相係

。

契

る機手１手株東る

係

会都約

特器方日方式京

定をの
エ東額

役本決氏社江金

の・し及ヌ区

務庁定名

日住テ洲

名支たび・豊

）・丁

及等所ィ三

称庁
量賃ィ３

数のテ目

び

並 二契 号

び 百約日

に 五の

補 十相 告
助 二手

で 条方

き のを

る 三決

期 十定

間 二し

第た

二。

項

査 ー 察
委 ザ 本
員 ル 部
告 の 公
示 実 告
施

式

目一

丁
６借

西貸

二
五

基

続所報

手び情

達及室

め
定

を
例課

特地盤

の在

令
政

る

タ
ー号

借デ３

貸・番

平

式
一

の
規
定
に
よ

示 る
包北

括海

外道

部知

監事

査
人堀

補

第
令
政

年
７

成 助
者
の

也
達

五
五

五
四



支石

庁 契
関 第に ）約名狩 号
す調者札厚恵

事の 第査 る 条

北 海

契随随地

アイ
随

約意意方 氏住意

の契契公 契

相約約共 名所約

手に団 に

方よ体

株東るをっの 円 係

道 公 報

３

成意

随行ト随平随

イッ

契

所意政の意

在契情運契
の４の

地約報用約年約
手

係基保相月相

に化・

北る盤守手１

第

ア
契 契随随地号 約意意方約名 ） の契契公に 第 相約約共関称

す 手に団条 方よ体る

をっの事北 円第

号

随

アイ

平氏住意

成契
十名所約
四に
年係
五

名 務 １を幌田庭 日東る

担う称市村市 第を行 項
る調札厚恵 のす 号当 ２
織市郡市 定組幌田庭 規
名石田住 よの白厚福 に
及川、１ 。称区村町 る

品

式京契決た物

び北別

江金し由等

会都約定理

ヌ区手は

エ東額た又

社
ィ三役

テ洲定

・豊続特
達

ィ３調

テ目の

・丁務

ネ管方日方
デ３手

・番

決氏

道定ッ理をの

海特

幌務ワ務定名

札役ト業

名ク一たび

市のーし及

及行所

央称・式日住

中
条量報

３数情

北び政

区

決た物務海 １

６ミ

西コ

等担総 第 定理品を道 項
す企 号 た又当合 ２ し由

組部 規 続特る画 の 手は
定 定
に 役織

調称進 る の名推 よ 務の

手び情

達及室 。

月本京契

十電都約

日

機区
算田

計代額

子千金

株丸

金

会内
式の

曜

丁
社三

日

在一村丁

所の狩３

４
目

村生
昼相

濃、

地部、目
、
村町 査瀬緑

安、
、町

ー号続

谷町
小吉
び住
及

令
政
る
め
定

を
例

特

タの

シ
ー

ケ

目ニ

丁ュ

７
成
平

報

イ
び
及
ム
テ
ス
シ
ン
ョ

例課

特地盤

の在基

続所

令
政
る
め
定

を

一
各
の
村

号
１

番

７
成
平

計成
業平
事
査

部

画
令
政
年

の月
次５
を年区

第
北

国

７

海
道 契 号土 地

告 ） 方調 約名所

示 第 公査 に在

第 共法 関称地

す 団条

３４５６

ネ
ー
タ
ン

る

契随随 随随

約意意 意氏住意

の契契 契契

相約約 約名所約

手に のに

２

第
令
政
年

相係円方よ

１ 北

次 海

の平随プ随平 道

と成意ラ意成 告

契テ契 お 示

り年約リ約年 第

随５にアの３
相月

称地
在
名所

アイ

意月係

と

体昭
。
た

め
定
り
お日

第号

務海海 １ の和 事北北

項 物

法 担保札 第 品年 を道道
福市 号 又律 当健幌 １ 等

る祉中 の は第 す
規 特組部央

北） に 役織総区号 定 定
る の名課３第 よ 務の務

っ
達及西条 。 調称条６

本京契決た

手日東るを

金し由

のバ都約定理

方

区手

名オ川額た

氏イ荒
暮

住ッ日

びラ東続

及・
ラ７
ボ－

ラ５
里

所ド

手 る 契 号

方日

等入決

の品輸を

約日物

た

方名行し

手の代定

相
定び

決及式日

を称一

し数

海海
北北

ト
ッ 。セ た量

画中
企市
合幌

総札
道道

区
部央
北

付

調交同同

域

進条
推３

知ら 査 道か

海日

北定
決

成

事平

堀

第 続所丁３ 手び６の

年

を

の 例

項 特地２ の在目

令

り 政

よ る

に め

定 定

規
平

、

ト－

成 平

リ
ー
会パ

式モ
株ス
ズコ
ー

堀
事

知
道

海
北

ル
ビ
ク

社

課
盤

基目
報丁

情６
室西

二
六

月
３ 期
達

成

間で

也ま
日

第調
籍 令

地 政

度 年

年 ７

也
達



釧

平 路

成
十
四 忠池豊足浦標

年
五

北 海

滝室登白音清

振勝

胆十

清田
小生

道 公 報

遠幌稚豊利網

谷走

宗網
尻

小羽

第

中剣留増

知川萌

空上留

万富

長深沼美

号

頃寄幌茶

上戸鹿八

島
渡

類田月
十
日

足十川字

村町町町町町

尾川川寄勝上オ

広中中

金

浦標ツ

郡郡郡郡郡郡ソ

忠池豊足

曜

町町ツ

類田頃寄幌茶ベ

村町町町

日

万ルび

字字旅字字字及

上蘭別老更水
忠大来鷹

町町町市市町町町

水原

東川

斜紋紋室登白河上

市町郡郡

里別別蘭別老

滝高札字音清

郡郡郡市

清田上平内白更水

小生

木字

水原町町町老町町

一字野清

町町字、の、

別延内富富走
字の尾柏

町町町市町町市
士

平幌

走

留苫天天稚天利網

町

郡富市

萌前塩塩内塩尻

幌中豊士の

郡郡郡郡市

幌別延央富町一

小羽遠

泊

町町町町４町鷲部

平

浜５一字

字字字字．の

川田瑛良淵萌毛
小築中

町市町町町町市町

野 部

萌毛

山深雨上空上留増

郡郡市郡

越川竜川知川

沼美中剣三増

郡市郡郡

万己田瑛富淵泊毛

長一

、字

部の町町良町町町

町一塩舎

町東字花野の

町町町

磯井部雲
富東園

郡

磯田部越

上亀茅山

町
井部雲

上戸鹿八

郡郡郡
田

当字字野

町町町町

磯

類森、府年ル字

別弁宮

字ンル

、、長、、ラシ

美及平静、ト

字字節字

多エ

忠加び和内字ロ

元

洞中字和ト

類登湧、、

の

字字の矢昆、ロ

、、

鷲刈ヌ各

公高各、布字

及及部府石ビ一

親島一
里びイ並

びび、及ナ部

東水
宝牛見字、び

東近

及山通の

水一瀬木部石

の、び及・一

上部牛町

字野

び一幌中び木部

及
小、町町森大

字部萌央

水町崎のの

清元、野通

一上町一部

の、守各一

及部

丁部本

野川
原石
滑び

部

、、、、目町

平別央里

本朝共下港

字字字字、

び

、、、及

郷日栄沼町

、野幌

富見東字

字汐字
各

字町各の

、北の延

里
羽、部

内び部一

沖及一

町、

野予、の部見熊
及

町部西及湯

、及大一、
春沢

里更、原びの

平び

びの町藤日、

及新栄、

西第の砂

中各、本町信
一び

沢部町１各及

ノ一

藤料

各北び部御

の、及

生

本第各

部、本の

一町

、びび

三町及及

、才浜
の

の泊本野

石字字東

ツ
字各一

一、の各

各町別
町
浜
字
、
町部
館一部

部

丘プ富字

ののがチ字に
町モ

一一、ネ士オ

各各

字ャ

栄コ、チ

部部共オ
開

糸、茶

白ペ標リ

、ッ
及向

誉別橋

大直運

、字

の
及町

び字字

及び、

地

大

び幌字

部
町一
栄各
び

一び

和各及

平の成

字町
に

部び
一並修

各部正

の

、部

町２一

浜
、
見
汐
字

び
及
町
中
、
町
旭
、
町
扇

字
び
及
町
見
二
字
、

町
錦

２

旭厚旭

部
一
各
の
木
原

一、

各各目

のの丁

町内
原

ツ
ベ

ツ
ソ

オ

部部字

一

、

部
一
各
の

目
丁
５
町

野

同同同同同同

二
七

同同同同同同同同同同 同同同同同同同同同同

決
付

交同同同同同同同

成
平
ら

か
日

定
月

３
年

で
ま
日



意 規平成

の同平同同

項
定成年 に

月 よ年
り５日

、月
次
の日事豊旭豊

北 海

北

土

水覧

海 ）そに

道地 ）の供平

告改 事関す成

示良 業係る

第

土類５

法 の書。年

昭 地は月

号和 改、
良北日

道 公 報

北

道 海 認平同同同

道 可営 成

告土 年示

月地
第改

日良
号

土新篠北由福

第

の 北

土定 海

款平

根

道

の成

地
告改
変 示良 室

更年 第

を５

法
昭 白別認月
可 号和
し日

号

平
成
十
四阿鶴

年
五

町

り体

お主富川頃

と業
地南忠北

改
地

土名町市

の西 区別 業富

事豊誉

良
施
に

行名号西

志

律 変後

法 業道

年 事海
計支

第 更
画庁

めえ第

定備）

をに号

た置

十津井

、２

ての

。い条

央土土区 津中 地地 海仁

地 良場

土土地地ほ 改川

備 良良 区改改整 改改 地
名区区区区

良良

成
育

手
い

担

糠海

第
律 町町

法。
年た

白野
白別第

町郡）

糠付号

糠海

居

地豊２

街字第

市町条

寒 月
十
日

寒寒の

阿阿内

町村

金

徹鶴一

町郡各

曜

、村
別居部

日

事基同排基

同

別久
徹字

備

た整）整

し盤水盤

意

道進進

海業促促

。北備

知

備

堀整整

の盤盤

事基基

項

成５

平第

種
］］

備

道て

月海い

５北お

年に

堀る

らす

か事用

日知準

］
型

、第

間法

日同

農
、
ょ

き
暗

、
理

整
画

区 定

路び規

茶及の

、原項

和原海 よ

び美北 に

及字

事 次

別各知 、

天の道 り

部お

一堀 と

各部の

の一

オ字
、、

野呂
原著

土
り

プ野
ッ原
マ呂
ヨ著

リ久
飽著
、久
別中
飽字
、、

）用）

道業道

達農農農

牛実実市旭

１２
類用

也

川

ブすす町 施の施施

実

域 目セ区区村

のルるる

ラ域

一達
牛検

縦１

の也第

般条

北

家の査 海

所を平

同同

道

有受成

畜
告伝
者け 示染
にる年 第

予対こ５

病

同同

良

排
用

用
業

しと月

成町 業

業平別

事事穂同
土

の

主 工
完月良
体 の５改

事年地

区

也 良
改

達 地

北

土 海

地

同

道

改 告

良 示

法 第

裡
基雪
野字
原、
別呂

昭

、
イ呂
サ幌
び字
及、
線

の名市

原
呂
イ幌
ナ字
ヤ

平

結町
、市

的病の
病名当衛成

核村実

及及該生

実間長５ 施

びび期所年

ー施にの月

ヨ
ネのお定

日てるか の 病期いめ日

防

発所日ら

の

、を 号法
当命日

に。

和 豊栄牛る

昭該ず

第、
律 ３て

法い
年 田つ

牛

同同の

名区

ル ）
ブ 号

了
が
出地和稲豊豊

届
の日

名泉里１２

っ
あ区田田

業復
害

事災同同同

。
た

和 号

陸
町第

律

別法
年

第
） 南号

斗

ラ
ヤ
シ

コ
ト
ア
字
、
野

条

予家月

生轄９

温
び

及
カ

期

防畜

で

た健ま

の保日
）

セ 第

堀
事
知
道

海
北

め日 核 項
結 １

、 第
病 条
ラ ５

ー よ
ヨ に
び 定

及 規
病 の

旧

の 次
病 、

ネ り

同同

類）

北設
施 種用

業
の農

成

事完平同同同

知
道

海
了
堀年

の
項

同同同１
第
２

満の

同
根

の
次
、

り
よ

に
定

規

か
日

定
決

付
交

二ら

八

成
平

り
の お

防 と
予 の

也
達

年

月

該の
め 当

た

日 月
３

改
地
土

り
お

と

也
達

で
ま
日



協 北

次な定 海

のおの平 道

と、適成

に

告 よ

平 おこ用 示 る

成 りのを年 第 。

十 一入受５

四 般札け月

年 競にる 号

五 争係。日

北 海

３４

施施検検

中南占実実実
のはは

のす査査 富富施
方 象区、、

良良冠対る
内法轄畜

と域所家 野野

るで家伝

町町村な

道 公 報

威富

名風下美音中富上
野 野

寄連川深子川良
良

市町町町村町市町

府

第

淵日

愛上東美士和剣朝

市町町町

別川川瑛別寒

町町町町

号

町

楽
栖麻布

神
鷹東当比

町町町

月 入る

十 札調

日 達
下、

以は
入

金

」４
札年

曜 と月
い

日

保病

家共畜染

。マ
う日

防

の会健予

同同同畜進
場所施

類出生法

種に衛
則

範るが規

びす長行

及
。定

囲牛指

だる和

たす昭

し日

同同同同同同同同同同 平同同同同同同同同同

成
月

５
年

シ
をケ

）ラ

月
９

ら
か

日

さ
。成
る作
すで

施ュ
実

農

、時年

達
調
府
政
た
れ

場省

後び林

生及

未で第

日所令

満家
９

の疫第

も防）

の畜号
う定

く行に

除が条

は員

。

５

る
す
関
に

で
ま

日

札札 行
執
札入入開開

入

４

法
方
る
。め

場
の札札

道道

約 審海海

ウ契北北
幌産 項 請を札水

条 申査

３

類っ市林 を 書行

者かアイ 条

はの

船付、審申申 条 造件こ

請請 ５ 入 所一ア査 の の

に競ら申 の 札 内般かを

２
履札の平理道総

入次修
資行ン

にい成のがト

履

参ず
加れ年格う数 行行

１

すに北を指

付
をを に達達

札調調

入

及場日場日 所

るる
すす

時
日所時所時

び
海央成にに

北室中平
同同 道郵区
３６。。

札送北年じじ

市よ条月

幌に
中る西

提と央部 す

のた中務 示

先は所北源

出き区資 場

電査西課

審条理

、３管
丁

れ便海話結６

け郵北
号水号を目

ば番道番果

ら産申

な

請 林 な

請 ２のの は

い－務－者

地 ド入まし の 、 乾争ウ

法 定 方 ッ札でな 規時方

加定れ に 自 ク参にけ期
申 る 法 は資めば よ 治 又

ら成請 条 施 乾格るな平
書 件 行 ドのと

令 ッ審こな

一

ク査ろい年類 付
よ月提 般 昭 にに。５の
出 競 和 準
ずり

す競ト 期場るも海有名
型 に当告る争ン 者該道
と札船 日所必す示こ入
。に舶 要る第

なこ
。又す鋼 平造資と号関

所はる船 成船格

）
を修 ８成名の 年平指
理 月

年停の

務
役役 事
定定 る特特

す
及等
称様

名仕
のの

項務

央場６日

説
札
量入

数
び

３、後

北は目午

区合丁
番道

西便海時

条郵北２

６
目産送

丁号水郵

二 林に

九

部る

北－務よ

海

資場 道

に

庁源合

部 。

通 資－ 源知
す 北管

る

幌線 札内 道課。

海理
市
中－

央

る、日先 争

３
北

区

ら指 札 政 設２かの 入 年

示 で 令 備の

特及日に あ 第

種びまよ る

でり の 号

掲成 、 以

架に作 で 。

上
びるた 札

及げし 入 下

台
路格請 参 令

斜資申 に 政

さ能 日北止

）を書 加 」

示い持 告てを 道れ力 海

る 号こい ９いて 第なっ

る
す。 定と 規。こ にと

る
締よ
取に
業書

漁明

船

架

道上

海丸

北王
北。

船

北管は

事

堀工
理

事修

知

）着

１道課必

階海理、

６
西
条

議市
会幌）

号札

を よ い

を有類 し と

目
丁 出 と 。

する提 うう

有す
るうな

こどし す ）

るか

一

は
又

造
建

の
舶

。
と第

也
達式



こ約名所

者員る契
アイ

る部。関

あ一とに

での
申税事

を免る在 かにす

北 海

落

に入る捨税相

号アイ

業す札

掲札落額て事当

加金者る者

札 げ金をた

入等算額で金と

決 る額

っ

に 札にし）あ額な

定
当 及係たをるを

道 公 報

８９
っ

務 交入開

落財て契要そ

則の 者書 規札 札

札約

に 効の 第時 有 の作 付
決成
な
入 条 定の 方お

第

７
と札交

保和る入

証入
保 を北ろ明

札 金年こ説

付道よの

証 納海に書付

則。付場 の す規る交

金
る

号

６
入
入以

平札下 札
成に
十保消 参
四費 加

年

証

税 し

五

出業を称地

し事務

等 よ

北郵北電

こが当

る者担

。るる海便海話

といす

号水号

たと組道番道番

しはの産産

だき織水

林 、、名林

落共称務－務－
部 札同及部

資－ 者企び資

札者

た びる金もか入た

て税書は

っ こ消額っ免

て の費

記落

は 公税当落事に、

価者載札

、 告等該札業

取額格です決

入 にの金
書 め扱にとある定

札 定

と速

に るい１するこ後

未のを。や

記 入円るか
わに

さ に満で問か

載 札
て 札 方要 第い

れ 関の、

２ 限 項、 法法に否他 １
。 規に る の

よす 場し に定 の） 定規

交を 定資 で者 りる 所た
予有 す札 たを 付落 め格

関所

付 こ第に

納

し る者

の と

北北電

除。る

免 。号す

番

納下項海海話

、以事

付道道

法務幌産

方財札水号

等規市林

は則中務－

、」央部
－ 政と区資

月」 う

十と 金と

日

相 、
） は

。 者
う る

い す

金

額 の
当 そ

曜

含 の
を 者

日

が業所源源

。 積
む 見

共体在管北管

費課道課

同消地理海理

体等幌線 業税札内 企
の免市

場税中－

合事央
条

っ申３

あ者北

で業区

す端入ず消
、書西

て出

に見税

金 る数札、費

た

の

に 件あ参積等

額 条が

違とすっ課

当 にる加も
者契事 金 反きるた税 該

者 の た、は約業 額 しは

入そ、金

札の消額で
る の

は端費のあ 分

、数税

か ５

い す 価な 。と 定

無金等

た 限し 制の 。 の者 る 格

務 で財 内、 囲札 範入 の

令い北源

の則 低規 最

第う３管

。条理

）西課
丁 の線 第６ 条内

７目

びか－ 及条
北ら
海第
道

た
の っ

） も

ま 務
条 財

契
に
額５
金の

約分
び額
及る
税す

費当
消相

出目

の提丁

そを６

地以

２３

成す
構

目除所

解場保た解解場

と定

除 予林的予

除所安

効額に免 に分

保し保

定

とを係税 相の

事 当 す切る

１
。
るすり課に業

解場保た解え
備

除所安目置

定とのて

除 予林的次い

価第
保し図縦

格

定

も各

を条

北

森を 海

解平 道

除成

林
告法
す 示

る年 第昭
予５ 和

定
の 則
で 規

定月

昭め
．．．

こ詳
の細
入は
札、

税札
費入
消の
方上

の入

札

の語入

約本の

契日こ

林

安て安 の 続び及

手及

在

所さ所

の定の 理

林指
霧指野

在れ由

野

害定付

防由別 ９ 郡の理郡 の 付
海備の海 、 別

消町 町

理

林指はに

安て」覧 の
略る

所さ省す

の定、供

魚指そ
、）
し。

在れ由

き理図

室次つ定の

根て
口にのを

川図由面

市の
示消北

で 号年
法あ日
る 律
第。

号
）
第

条
２

の

執札
行説
は明
、書
公に
開よ
する
る。
。

は

い国約

お本契

に日び
手

す達

用調

使貨、

て通
等

び止

及停

語の

言続

る

別

別の滅本

通

海

海
９
の の

５
、 、

９

のの

、

分根

５部道

のす滅海

の

る庁

昔限支

槍に室

・

林

・、部

９）済

の。経
課

・、務

、及

に
定

規
の

項
１

第

以湖び

の

事 次

知 、

道 り

海 よ

北

う

堀 よ

。
る

得
り
有

貨が

三
〇

、 室

上南根

、
８
の

４ 保
に

いに

つ所

に役

筆市

指

也 の
林

達 安



定１

法除成解在

林解平

森を

平 除場 す

成 昭る年に所

十 和。５係

四 月る

年 保 年

五 日安

北 海

北 ２

海
告

道

解在保た解

示 除場安目

第

係と

除 に所林的

るしの号

安指

保て

道 公 報

定１

除成解在保た解

解平
を

除場安目 す
５係と

除 る年に所林的

保ての 月るし

。
日安指

第

北

森

４

海
道林
告法 解場保た解

示 除所安目

第

和 定と

除昭 予林的

保しの号

林指

年 安て

号

し
と

除 林的
安目

保た解

法 指
ての

月 律林

十 第の

日 所
似図 第

様の ）
号

金 郡に

の

様示 条

曜

第

町部 ２

似す

日

のさ

林定理

平に ２

字分

理

走害定

網風指

所れ由

別消

満備の

女防由

郡の

れ由

のさ

林定理

字
町滅

郡の理

走害定

網風指

所
町滅

別消

満備の

女防由

由

第 所さ

律 の定理法

字

在れ

津害定第

標風指）
号

郡の理
消２

津備のの

標防由条

由

さ
定理

崎１

字滅第

町 消
の

由

き理

つ定

魚指

れ

る の

宇限 項

滅

よ

北・ に

１） 定

の。 規

海
事 次

知２ 、

道の り
保

筆 に

２ う

堀上 よ

以 の

陽
開

に

南
湖

３
の

道、 海２ 北の
知

１規

異の

無項

堀
２
事の

に

の定

安

保
に

う
よ

の
次

、
り

よ

１

指次
也て の

い 林

達つ
概

と成務業

の平業

次

務 お

３４

術月
技５名

り年要

び

都種施事及事収

１２

計及所名用 行業 市類務
所 のの 画びの称の 者地

也
達

業称在 名所部 事名

次 北

都のそ 海

市との平 道

計お関成

備

告 え

画り係 示 置

事告書年 第

て業示類５

い

２

指
の

林
安

縦のすは月

え解在保た解

備
置除場安目

係との
除 いに所林的次

縦るし図

て

保た解

安目
し図

との
除 林的次

提
案日
の称

書仮

公
請立

要道

を海

出北

提）

地在分

合

。総

る児

す小

蘭海蘭達

室北室伊

の称

市町山

都幸館

圏道市市
及

画番町

計９下

道
事長

路号び

施る、 号 覧

当道

供に海

に行。北日

）、土

。り蘭

るた室

す

法に

画所

計業

市現

都木
備

理

に安指は

覧保て」 の
由略

すのさ省

供林定、

土農そ

）、

。し

る所れ

面

郡の用図

似砂地の

様

のす北

似壊とを

様崩地

省

定、 理

指は

て」 の

町

の

土農そ
、
し

れ由略

さ

とを

流地面

の用図

砂地

育
療

・
療
医

のす北

出

告

道ー

海タ

北ン
セ

三 知改

一

町

業北和

基

堀事
工

事築

海

・土

４蘭

・室内

３道地

木
現

昭え

通
和

長
下所 山業 号

い

和置

海

第般北

律一

法、

年て
の
縦道

供 第に事 ）覧知 号

す堀

平備た道

字防る海

る 条

高

宇め日
庁

の支
経

示課

に務

図林

の部

次済

備た道

防る海

部び

す及

務
林

部
済

経
庁

支
高

め日

の）

也
達計

設
本

び
及

課

様

、
り也 よ

に達 定
規。

に

。場

る役

限町

に似

分

に
場
役

町
似

様

）



３

術

業て管の術技技

ウ技
案提提

年い設理と提術

術る書案案

数る計技す

と共者。の書書

がこ等

提提

年。同又提のの

４
以体は出

北 海

ー設るう第

アイ

なセ計設。設

おン等計）計条
共規

、ト共仮等の等の

同定同定

設以同称共決

の北体を体に

計上体）

等

道 公 報

停道業者

ウエオ

止建知年平で

）築 海期事数成あ 号 北

年こ の士 道間登が４る

を年４と 規法 のを録４

競経
昭 争過受以月。 定

第

し単るして

技たアイ

満

る

提て体地こ北たい

術

方海 案い企と

成と

自道 書る業。平こ
。

治財 の設

法務 提計

施規 出等年

号

２

業委加
参

平務託資

成内期格
十容間
四
年
五

者者

上の記者出出

設契

る成を選数は

あ構載の

を

とのめ者

こ員求定５

１任定

まち主選

。うる

。

設は術る

、者技す

た

た

計、者

等

場海と受の基
共の建だ

成く

同合道しけ構づ

共

小のい員一

体の立てて

建

しの児競るは級

とも

築

てに総争者、

医加あの士

の限合参で

務

績も療者るア事

実る

資とイ所

はの・のこ、

当す育格。及の

、と療

該るセび登

あ降 基和 入しけ上以 に
札てて

こ同 く年 参いおるに づ
資者、と種 指法 加るり

つ 停第 格をか。か 名律

者含つ

指む北お 止

道む 受）

名。海お を号

止でにね け第

停）

事あ本同 て

則 者共度

務る社規 い条

令 は同及

行

昭 、体び

で平

にあ成

昭和

和

年 掲る

政海 ると度

年北 げこ年
入

第規 格争

令道 資。競
則 を

） た参

号第 満札

月計約

十業締

日

の
務結

及か
築日

建翌

金

設平
びら

曜備成
に

日

分、

同エ築し

る３
係年

代件）評

の要野同

体の
な提

者満少の

表をの価

者と者

、すく出

はた
方者

オし一５

のともが

件該配超

要当をを

の、

タ下のを

共。ン以ウ録

体ー要受

同
構築計をて

の改設件け

員事共べり

成工等すお

し本体満登

と基同て、

の計ししを

て設とた録

資委のかけ

出」て、受

こを模 なの

比託資つて

認 者定

理と置と い規

処
領、め に

要。き
事ら 指基

成所る 停く

平務れ 名づ

年登計 を級

４の設 止一

月を務 け築

９録業 受建
受の た士

付て績 、務

日け実 が事

） て資
号 第 し加

い格

る者 条第

単名 の

企のの

体簿 ４条

にに

又築 定定

業建 規規
計 該基

は設

な知

掲」 しき

に） 当づ

基月

げに

本
）で

計ま
設日

成すて

を構置え

）
定
予

、

しはも在

た員る存

満
所法

場方

付付

交交

イウ

が務」築ら

率業格建か

にと士の

パ係い法営

ァ明交

担郵北電フ説
ア

番道番ク書付

当便海話

交間

局号建号シの期

部

有 にの

けかを 既所

設ミ

海営る

総のす そ北

局ら

５６

第の
計計。受受続

設設る手

所

共共期場

等等付付等

が

る登 い事

体体
同同間

あ成れ

格さ で作

資録 者
４

を

明

術建同業説

イウ技欲

設又の書

平過提築種務

４２書計は実の

成去案

年年を事類施理

合提門

場術専

る技
すア

よ書のる

こ書野

は案分

北北６

。

交））

送 海海のる。

札建イ付」し

付４ 道道

封書 と 幌設にを、

用板

望成 筒式 担 市部お希平
自 当 中建い

者 央築てす

５ ４） の 区整直る年 由

交は月 板」 連 北備接者

を 絡 ３室

リ付 部
－建－期
間平午 築

－等成前 整－９ 備

年時 － 北室

５か 海計

月ら 道画

午 内 札管

５

幌理日後 線

市課
中計－金時
曜 央画

海海

しし平午北北

とと

９道道

てて成前

のの

５か幌設

資資年時札建
中建

審を月ら市部

格格

午 査得
う５区整

申よ日後央築

請

３室

と金時北備

す曜

特務似方解

る日分条計

、

月に定所の針度

４間

業務び実

以担すの業及

にした務に手施

降当る

る、針

おため経係法方

海評等実技の

け北の歴

提当

同道価、績術妥

る

準術び案性

種発基技及
び提

はの職配並、

又注

限提の

のの別
類設員置

員

なを職

で者術

り出技
た
る況

す状

。定の

い選
基

の
め

条計付、先
程の を 西画又必日 枚６
明 ６管は要

） がの 記 丁理郵な木 度
入 にの場必 し 目課送額
り信で

る所 よ返着 た

頼 明 筒て 交用依 説 封あ
郵 送 す手す 書 にに 付切
。はこ 郵送 付 るをる の

たりと 送 先

日分

条ら

３かで

北）ま

区係

土 西
丁日

６日曜
日

）曜
日日

曜び

目水及

管

者）ま西画

除
でを
ま

申ら丁理

のかで６
土目課 請

法日

方日曜
曜

つ日日

に曜び

等水及

、除

はでを

てま日

い）

ヒ内

似計の予に案

次く

業託験のア容

の委経定

務術ン的

務業等技リの

実のの性

実の者グ確

の

創

と格容独

績資内・

績

準

現
実

・

価性

評 三
二

け付 記留 だ付。 交 を書

郵頼 し便

、た依 入郵

し
に明も書限

送説文 たに と
り
お
と）

の。

）
。

く

意
組
取

び
及

性

す
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四
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概

と成務業業

の平業

次

務務 お
ロ月

容 プ５名

内 り年要

ポ
ー日緊業

道 公 報

連の術細

契要関６技詳
提は

約

同書説

作報に案、

書情
。関書

の入じに明

成を

要手

第

７

提提他

技の

ウアイウそ

場方

出提出出出

提術提
提

の

法書限所法

方案期

号

場

表出出

加提提

参
アイ

提
の

書限所

明期

月 不ーこ活ま効防

十 法ルと環た率止

日

パく図

処及に境、よを

広り保ト組る

理びよの
ー合

と報、全ロみ。

」
い・廃及

金

物公中せ

う啓棄びルわ

。発

曜

不衛交こ

）活の衆にる

に動

日 対法生通と

地

依 ザ急

応以処の安に

出用

し 提雇

と の域

然 ル

絶 請特

を 要出

後 を創

て

推い 。策な る対た す別

るるよ

否すすに

棄 進廃

支

照ン

のリ

めア。

たヒる

庁

。
う

口行

窓を

会グ

公

の参め

持認出平６持認
する

参め期成

する限
６同こ

る。等年にる。

。。

と月じと

こ
。
だだ

た日た
送

郵日郵

、曜、

し火し

出平６
送）

期成６の
の 限

に
示。

月にじ

５ウ同

等年
郵

日す

全よ

）合
日場

曜の
水送

るの上のり

す下理向
然資報交

たパ未に広、
発安

、ロ防す啓通

めト
トルと。や全

パー止る

ー」期留識

ロ等早停意

車い見視高

ルと発監の

よ。図パ及

にうをを揚

の 北業物 事

る）りトび

狩生正 石境適 道環不 海

び

長視及

庁監理

支活処
棄

本パ投

発法

山啓不

・
ト

告

午

便

郵時郵

留５留

書後書

便

。

るでる

限ま限

に分に
提

るる

よよ

にに

））

。

す
時と

５様
後同

午も

提

を、ロ事

で）
ま。
分る

施っルの

回実もー故

巡
トすて等未

パ

ァロ平交

担電フプ
アイ

当話

付場

番クポ成交付

廃号シー

ー

文ロ等
棄ミザ年時所

３
事下

夫ル以

続担郵北

イウ手
不部番道

業企等当便海

処提視法局号石

務画監

理案パ処狩

カア

ね

を資ロの緊む

績プ次

業業４

有本ポ事急事事

か域費に分

す金ー項地

を

法法

方方

出出

るがザ

を

石過

プ業っ

アイウエオ

は成狩去

ロ北の北て平
支に

海 ポ認海

道 ー定道、

２
ザを公当年庁石

格 注 託業資

委事発加
参

び

間域者及

期区

リル５間は 物
対－説月は３
、の 明 策

－書日午

の前に － 係

交月９同 － 星

付）時じ 賀

期かか。 、

間らら 内

午 線 太
田及
び日後

－場５

所金時

支 体のト理

地

制妥ロ防－庁

の当ー止

域 充性ル及

び務交札策

実及業び政

容安市環

充内通幌部

度

柔の央生

度の全中境

実

啓３

性報北課

軟広区活

ルら雇に従の

及

こ

の総用占事３ と

選合創めす以
で 円定的出るる上 万 。

別件労あ 以基に特人全
こ で査対費働る 上準審
、推合数と あし策割者

事原占 こ選進がに。 る

ととる 。す業則め と定

安 ル受安該４管狩

公

る

に庁

委 のけ委届月内支

書日活管

員 提て員出１

るにの現動内

会 出い会

ら にこ警提在拠に

か 者

をい

警 要と備出に点お

行い有て

備 求。業をお

法 れ第ってすパ

業 さ法

る５て、るト

きとー

昭 資条い引こロ

基

契札北定
選

和 格のる

結を石

締市道準

約幌海
く支

後除狩
管

か庁
内支

以狩
日石庁

）ま

実内
ら

で）
まで

三
三

丁

果動７

効活西

び発条

た
る性
め画

高企目
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規

。しし新

性
意
創

の
め

むの

満お用

のお雇

てて
８業

度ね失

足

割

雇上の

規以数

新割者
こ原

）るが

等あ合

用で

規こ続。ル

法に。２は

年定とき又

上業

第る以備

律よ年警

届
出事務

託 第

のを受 ）

書業を 号

をで、 条

出んし ４

提営

し
施

要る実 規

必い確 の

と則

内
以
月

か
６
長
最

、

に

とこに 定

お
お
て
し

と

者し る

る。行 よ

すと履

備あ実

にた 警
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札調実調履履札

入入

行行 を船を参 に達習達

する鳳るす

す北す加 付

第定者 る期場 特丸特る

定

北 海

協 北

次な定 海

のおの平 道

と、適成 教

おこ用 育

りのを年 庁

一入受５ 実

般札け月 習

競にる 船

争係。日 管

道 公 報

出細

日契要関３プ提詳

ポさは

本約連のロ

及作報にーれ、

語書情

ルプロ

び成を同ザたプ

要手。にロポ

日の入じ

本

第

４
続

プの手

ウアイウエそ

出参に

持ロ資平提持他

場すお

参ポ格成

すー要

はこて

るザ件年所るい

の満月３と使

こルを５

と

号

参
アイ

平加平提

成表成出
十場 明

四書年所
年の５は
五

所必

役二役に 事

提月３

な

の中の要

項務種務日

格

称検様平造資

名間仕

所

及査等成船

び工

北一札月

量入８

数事年

海式説

入る

教書

道明日

理

札調 局 道

達 告 教以は 示

育下、 第
１ 庁

入 号 実札年

習

と月
」４

船

い 管う日

理

ーザ

円否す関ポー

。マ

め説ル説

たるザル

るす

会容に

照内書

の明の明
ヒ

て
い。

口つる

窓によ

の用

ア

。提た

郵す

期者に便る

出す日
）じび語

限の金同及言

ァび

提が午。フ及

、み

シ貨

場象５ク通

出対後

方等

びでリ

及まミ

所時

法に

月の 出

十期日

日限に
後

出午。

提）じ

、月同

場

金

及時
所５

曜

方で
びま

日

船
習。

実る

庁よ

育に

法

）ラ

田
石

長
局
理
管

局

をケ 告実シ

示

れ
さ
。成
る作

すで
施ュ

行
を

グ
ン

リ

達
調
府
政
た

な
め
認

は
出

提
る

よ

。
う

６

雄
良

。
）
。
い

入保
下札 札金

開開入以証入
保 にを

札

に

加付 保証 消 参納 札札

５

る
す
関

番執

海話札入入

北電入

育の札札 教号行

道

場

４

庁

申査番
約 審便

イウ契郵

書行 請項 請を号
条 申

を

３

類っ

者かア 条

はの

船付、審申 条 総造件こ
５ 入 ン所一ア査 の の ト

ら申 の 札 数内般かを請

に競

行

い成が

の平道

次
ず

しす
金 費 に北指

れ年う

こ
納 等 よる 証 場日の 税

の と 所時金とと
付 」 う

者

除 う る

免 い す。

、

納 ） ）にには

、 。 着

の

方 当 じじそ

付 相 同同

は 含 の

等 を 者

法 額 。。

所

習及 －場日 実

び

管日所時 － 船

時 理

道便道 内郵海郵海平

局

番教番教 線成 便
号育号育年

庁庁７
実 実月

－習－習

す

のた－ 示 の
方提と
場 出き

査道

審海

、北

法先は所

便海話結函

申け郵北電

市

書ば番道番果館

請れ
ら育申美

類な号教号を

の

請原 庁 提な

者４

の は

－ 出い－実

乾争ウ請 ２
規 ン時 地 ド入ま の ト、

に
な
期 定 型方 ッ札で

し

治 を加定
け に 船自 ク参

ば
平 る 法 有資め

れ よ 舶
す格る

船行 るのと
な
成 条 鋼施
件
令 こ審こ

ら

一 のと査ろ
な
年 付 ）

よ
。
月 般 修昭 。に

い
５

競 理和り の
入

当告争

該道競

も海名
に

る第札

す示
こ

定指
規る

。にす

と号関

積

、 む 見

船停
るを
す名

た

第 の っ

令 ） も

政 。
契

に
額７ ５
金の の

約条 分

及

る
税海 す

費北 当
消び 相

及道

船 船日 管 管
海）前 北局北局午 理理

函室函時 道修道９ 海研
館兼館

美員美

市船市分

４４送 原室原郵

に丁

目送目よ

丁郵丁に

習 先。

通目 船－ の
指管知６

す番 示北理

る に海局

作館線 り函内 よ道。号

成市

し美

日 争

書目

請丁

申４

た原

、
のら 札 政 力２か 入 年 能

で 令 を
っ及日 あ 第 持

びま る

で の 号 て

下 こ掲 、 以 るに で 。 い

る 札 とげ 入
を 加 」

格 参 令

資 に 政 。

又い
造て

建れ
のさ
舶止

のと
理こ
修い

はな

三資。

四

地務 以
び財 額

す
有
を

格

費入
消則 の

方規 上

よ番場

６に６る

税札昭

合

番
る

北は北必

合、

号場号は

を番

類６

、

提

す よ い

有 し と

な
し
出号

う
ど す ）

か と 。

る うう

。
と
こ

る

第る



契契

アイ

平 約名所約

成 にの

十 関手

四 在 す続

年 るに

五 事お

北 海

日場

す者員る入

イアイ

あ一と説

る落でのこ札

に会

額者る部。明

金札

税日

入なを免の

をとか

札っ申

道 公 報

者

開に入るた業

そ号ア
金を額で

札掲札落額金

時決 る額加）あ

の札 げ

もか

に定 入等算をる の

及係たっ免

おに 札にし
当

第

格

８９

札約 務 交も

落財を契要

入 の作 付則て 者書 規っ
札
第
決成

定の 方有 条

号

７
と札交

和る入

海に書付 北ろ明

年こ説

則。付場 規る交

道よの

月 務い

十 を称地て

日

す北郵北電す

当用

担使
番言

館る海便海話る

函
港組道番道

金

育育及

海織教号教号語

岸の

曜 び 庁 町名庁

通 － 船称実－実

日 習貨 溜及習

船－ 岸び船

出業及時所

書たし事時

こが場

記はる者び

に者

海

す落とい所平北

載、

道

る札。る成

こ決たと
しは６館

と定だき年函

共３海

速、、月市

。後
者企町

か札同日岸

や落

事

てた びる金て税

い

に

費札業

、っ 他こ消額落

２て の

該格で

には 公税当価者

入 にの金とあ

規、 告等

るか

す札 定取額する

定
るい１のを

る書 め扱に
、わ

格記 入円で問

資に

有さ に満入ず

を載 札未

効 方要 第

しれ 関の札、

規札 の入 項 法法な否 １
に

場る に

海話の限 定 北電
で） り

教号所。 よ

道番
育

交し 定 庁

付た め

習す者 た － 実

るを 予

関所

第に

－ 船

下項便

以事郵

。る

号す
番

務
財号

規
則－

」
と

壁所管管

在理北理

船函内 習道

実地局海局

北館線

鳳市

丸美

消が業午

番
６
目
丁
４
原

費時

税同消９

費共体前

等企
の業税

事場税

税の免

課体等分

申

であ者

者で業

業合事

に見

か、書

るて出

あっ

い金 る数参積

なた す端

件あすっ

者額 条が加も
者契 し当 にるるた

のに

入金 反きは約 た該 違と

た、消額 札額 しは、金

入そ費の 、の

財札の税 務分

則、数に の分 規は端等

管。落 定

無を係 ５の

札 価 理

者 格
の
る 限 線す 制 内と の

局

。
範

海

う北

い

て
っ

あ
で

内
囲

館

第函

）道

。

市
丁 第４ ら原 か美 条

目

ま番

条６

同同

号

北清

を

悟 づ治

ち政

ま紀

の世

成す

事構出

税の提

免そ
業

団

金 貸治分事

年資 オ政

第

体務 先管

付

に 効切る

相 とり課に

すて事当

す捨税相 条当
び正

。
各る

北

政支平 海

出成平

の

道

成

報 治
に 選告 資
関年 挙が 金
す北年 管

る海５

あ 規
理

報道月

っ 正
委

価
の

低
最 で

め
定
の号

入は

本のの細

日ここ詳

び及の入

及札札、

語入

会会

議究

協研

り済

く経

延延

須

川小後見見見

会

鶴一

悟順千衆

援

村田延

との

理 ご

正士会章子郎

が） 高称体 残名局 の団

貸

海る先 北え
超
を付

円
万

た 法
告選 員の
書挙日 会

に管
で 昭
告

つ理
、 和
示 道同
い委 第法 年 選て員 第 法
、会 号律 挙

条 第北告

管海示 の 道第 規 理号

定 土
）地 委

基） 改 第号 に

は明

本契行説

日び執札

貨、公に

通は、書

国約
。
手る。

達する

調開よ

等
止

停
の

続

」

三
五

残 管付 挙金
選付貸

道貸
長

員
委を

会
員

委高

理

員良
政 条づの

会

連 １、部 治 第き一

告

治次 盟 項政を

示

計 定体と 会 規団の の の

支訂 任 基収り 責 にのお
る 政告 中す く報正 者 づ
治書 川

。

之
康

橋

。
る

得
り

有
が

収の

の旨 教 体要 寛 団の

及訂表
ら 入公
か



を

町カ政

道

払団 の信

支 紀治 村 世
つ後たの

をれ 孝体 わ

北 海

市

の 治分事ネ

年そ民 カ政

務ワ わのト 払団他ッ 支

ク 治 たのー 政 れ体

道 公 報

同同北

政改 の地

他土

の道

そ海
政 治

良

第

北清

政

金ま紀 分事

の世 年資

済

理く経 務悟 づ治 管

ち
り

号

オ政

平貸治

成付団 十先 四ご体
年との 五

会会が称 る額 援名 く金

日万

ンえ

マレ超

リを

本円支
金 品

粧金

ツ化敷

トる払

が称体海 額名局北 団 金

）道

る払 え
超賀

を
円支 万志

）盟

体連
治 団

金

金
敷昭

衆信
通

延延道
海

見見北

子郎ル

鶴一ビ

千

会会会

体議究

局協研 団

援

村田延

須

川小後見

）

正士会章

悟順

の 月残名

十高称 日が

貸

円
万

金

超
を付

曜

る先 え

日

付貸

貸

金

イ

額

年年

７７払

成成支 平平

正

月月月

６５年

金
額

月月
４ 年年

払３
成 支平

」

高
残

付 金

、
に

日

」

日日
同同オ政

体 先 治

付団 政

貸 紀治

世

日 日

清

団

金 貸治分事

年資 オ政

び正

体務悟 先管

付

北

政支平 海

出成平

の

道

成

報 治
に 選告 資
関年 挙が 金
す北年 管

る海５

あ 規
理

報道月

っ 正
委

北町め
改
に

市

のネ道。 村 世 そ民海る

道 のト地 の信 他ッ土

紀

ワ改孝

の

済との

経ご 務

分事

年

が 会高称 究残名 研

貸 見見見

千衆超
を付

延延延円
万

ご

章子郎る先 鶴一え

順

称体 残名局 の団

との

理

が）会 高

小後 貸

え
超悟

を付援

円田

万須

た 法

る士会 先

告選 員の
書挙日 会

に管
で 昭
告

つ理
、 和
示同
い委 第

て員
法 年

第 法
、会 号律
海示 条 第北告
の 道第

号規
定 土

北 ）

政を

基） 改海 第号 に 地

治 団く

ク政 治つ後 ー良

道会盟会

体海連 る援 北

北日

）

ン 通

賀マレ 道リ

海本

志

付貸

貸

局

ビ 昭ツ化

信ト

金付
残
高

付貸

貸

」

付 金

残
高

を

良道

治挙 第き一 政選 条づの

盟理 項政を 連管 １、部

会員 規団の の委 の治次

責委 にのお 計会 定体と

者長 づ支訂 任員 基収り

政告 中す く報正

品 ル

粧

治書 川る

正イ

８７

成成成成

平平平平

年年年年

３７

三
六

の旨 教 体要 寛橋 団の。

訂表
ら之 入公
か 収の

康

月月月月

４６８５

及 」

日日日日



年そ 政

平 の 治分事

成 団他

十 の四

政 体務

年

治 の五

北 海

を

町カ 市
ッ支 紀 の 事ネ村 世 そ民

ワ孝わ 道 のト払 の信 他

ク 治つ後た ー 政をれ 務

道 公 報

北カ政

他土支 の道治分

そ海年

良 政れ 改体 わ の地払団

政 治たの

第

同同 清

済
経 悟治

政
紀

世

号

理

務

管
金 分事

年資

月 名局団

十 称体

日

支

）

金

払曜

日

海る額 援 局北 団く金

金

）道会会が 体

を

幌所本円

志札務日万
る

いンえ

賀おレ超

あリ
品

管粧金

昭ル化敷

ビト

が称 体連額 治名 団金

理

）盟

万

信え

通超

道を

海円支 北

金

金

ル敷

ビる払

須
小後見見見

会会
究

研

一

悟順千衆

援
田延延延

士会章子郎

鶴

月
年

払
支

額
金

）
体

局団

正事

７

成成成

平平平

３
月月月

４８５

年年年

金
月

年
払

支
額 」

日

、
に

カ 北北

他土道支 の 事道海 そ海

務改わ の薬 地払

」

日日日

北オ政
団 他道貸 の治分 海 そ年

日

体 先 の薬

付

平
成平
成年 オ政
治分事 貸 年

月体務 先 海５付団 北年

び正
道

北

政支

に

海

出
の 改

道

に
報 治 北町め

選

関 村告 資 海る

挙

す
が 金 道。

管

る 信あ 規 土

理

報
っ 正 地

委 改孝

市

れ ワ道 トの ッ

紀 ネ

世 民

治 団金 師 政 治た 良剤 政
）盟盟が 体連連額 局

北薬万
超 師 道道を

剤 海海円

北
ビ基る 援

信井え 後 通藤

治との

剤 政ご

ル之会敷

盟高称 体連残名 団の 師

が ）

貸 北薬
後 藤を付 師 道円

剤 海万

ご

之会る先 基え 援
井超

との 選

高称 理残 管名局 の 挙日
員が 委

貸 会

超

第を付

示円

告万
北え

告
た 法

）海る 号先

員の 良

書 後会

に
で 昭 政

告

つ 援、 和 治

示 連同
い 第

て
法 年 盟会

第 法
、 号律 北日
リ海条 海第 本北

道の レ道

信ト地 ）定 ン土 通号規

クつ ーを

基 ビ化改 第に

所

志札務

道会

海る

北く

金

昭ル
ビ
い

賀お
あ

幌

に

」

三 、

七

付貸

貸
金付
残
高

挙金 一選付貸 の道貸

」

の委高 次理残 を管 部付

長 訂員 り委を お会 と員

す
正
る

粧良
治 第き 品政 条 ルづ
盟 項政 連 １、
の の治
会 規団
計 定体
責 にの

く報

平平者 づ支
任 基収

治書 川 ８７政告 中 成成

正事
理
管

年年

成成

平平

３

８５団の

之
康

橋 。 年年

の旨 教 月月体要 寛
訂表

ら 入公

日日か 収の

月月

４８

」及

日日



党部か

主本部交

民
由

自

収

道
海支の金

北・ら付

第そ

北 海

政

団
理

治管分釧 金年政 資

体出
届） 路 体 団党

道 公 報

１
．

団及

治分事入総

年収 政

の の出

体務支括
び

第

を

町カ

の信 他

支 紀 の 事村 世 そ

た

政をれ 務孝わ 道 の

払

治つ後

号

年 政
平治分

成団 十
四体

年の 五

区人

挙
選の入

三他

十の

費

部件 支

経光
熱
水
費

常 支備消
耗

種所 名の
職

公 の・支

者
収総

告日
月

報年
） 称類

収

払
支

体
団 称る

名局あ表

が 体る額 援 局団く金

金

）会会
リを

幌所本円

札務日万

ビトる

いンえ

おレ超

あ
理品

管粧金

ル化敷

月名

十称 日

支

金

払 曜

日

金品

経
品費

事
務
所

費費
計

出

組活
動

支

越 ・

前繰

入入額

織費

総

年額

の入

出本収

年額

出額

額

支総

月
年

払
支

額
金

事

７

成成

平平

払
支

額
金

月月

８５

年年

月
年

政選関
係

挙費
機発
関行 機誌事
紙業 関の費

紙 治宣事 誌 の

業

の

党金

年額
越

翌繰

発
伝費

数 費
会

員

・

額

員
個特 収

ら公成 かの平

明旨
要

日
表
年 訂
成月 の平５ 正

び

」

日日
北

政

に

海支 改

道出 治 北町め

選 村に 資 海る

挙関 金 道。

管 信す 規 土

理る 正 地

委

日

改孝 道 の

の 他

紀 の

世 そ

政パ 行ー 治テ 資 そィ
金ー の
そ事 他の 活業 他 の

内事の費
小 業
費

計

調研

法そ団 寄）

分付
寄 人定

体

政団

入

人の分
他体 の

治分
っ

小あ

報
た
道 っ海 あ北 が年日 告

法
委 同

理 、
管 で
挙 の

選
会北 第
員
告海

報 法
員告 良後会書 昭 政

告 援に 和 治

示 連つ

第い 年 盟会

て 法
号

由 リ

海第自 本

律、 北日

道レ

第党 信ト）主 ン 通号民

る

団く

治つ

政を

ビ北 化

い
お
あ
幌所

札務

）会

体

ル
ビ

究

動
訳附金

付

寄交

査費

そ経

の
他
費の費

部交
本の

計支付

附名
匿
党

政

の）

計ん
せ

入
収

業
事

内

計
合

挙 規
第選 の
示道 条

づ
の委 基
）理 に
号管 定

員 政
を委 、
部会 き

一員

体
と 団

の長 治
次

り の
お

粧

第道 品条 ル海
三 項十 １第
の選 規挙 定区 に支

会 成成くの 平平づ部 基

事
理
管

年年治計 ８７政

三
八

成
平

年

へ）
部金

訳金
入

借

等況

産状

資の

る 告
す康 報

正 支
訂橋 収

体任 ８５団責
の
。之 書

の者 月月 月
８

」及
入野

日日宮 収 日



びが 北

政支あ

に

海

出っ

改

道

にた

治 め

選資 る

平 関の 挙金 。

成 すで 管規

十 る、 理正

四 報同 委法

年 告法 員

五 書第 会

北 海

本部交

部か付 ・ら
支の金

そ収

道 公 報

自
主 管分釧民 金年政由 資

届）海 路 体党北 団党 理

第 出道

第

を
１
．政

入総
収

治

及
び団

支括
出体 の

号

昭

月 に 告和

十 つ条 示

日 いの 第

て規

年
法
、定 号

由基

第自に

律

金 政づ

）
経き 号

曜

友政 第
同、

日 会治
の団 条

他
の

の入
人
件
費

熱
光 経

水
費

備消

常

耗

の挙 職選 公三 ・支十 者
）部 類支 種所区

年
月
日

総支

あ表の る
団名 体

称
報

告
収

収

の
責収 項
計の １
会体 第

書 に富告 定
者報 規
任支

男旨 く喜要 づ多の 基樫
訂 体

ら表 団
か公 治

の 政

品

品費
事

経

務
所
費 費

計
組活
動

織費

額
繰
越
額

収
入
額

出 総
額

入 入
・

前
年 支

出本

の

年

総支

額

出

入
の成 収
正平 の

報
選成
道平
海
北

及告年

挙
委月
理５
管年

挙費
係

選関 政

機発
関行 機誌事
紙業 関の費

紙 治宣事 誌

業

の伝費

繰

発

越
額

金
額

員の

数
特

党
年

翌
員
・

費
会

収個

員
第
示
告
会日

次海 を北 部
一

の
）
号

政パ 行
資テ 治ー

そ
金ー

ィ
費

他 の 活業 の
他そ事

の

小 業
事の

費

計

調研

定
寄
付
）
そ団
の体 他

の分
団内

体
分

あ
っ

政

入

人
法 寄

分
人

治
小

訂理 り管 お挙 と選 の道

。委 る会 す員 正委

三 員

九 長

究

動査費

寄交
付

附金

費の費

他
の
そ経

本の
部交 計支付

せ
ん

訳

名
匿
党

政
）

合
計

入
収

業
事

計

の
附

内

」

之
康

橋 部金
へ）

金
入

借

等況

産状有

資の

訳

有
」



政

管 治管分上金 金年資 資

） 届体 川 体 団団 団理 理

体出

北 海

を
１

の
出

支括
び

及
入総

収
．

道 公 報

ら付 功部か
本部交 原

菅

そ収 ・

支の金 一

・

第

自 政
治管由 分上金 金年資 資

体 川 体 団団政 団理 理管

体出経 ） 届

号

１
収

．
平入総
成及
十び

四支括

年出

五の

種所 名の
職

公 の・支

者
収総

告日
月

報年
） 称類

あ表
る
団
体

収

件 長

人 市

の入 川

他

旭の

費

）

経光
熱
水
費

常 支備消
耗

名の友

職
公 の同 ・支

者
日

月

報年
） 称会 類

種所

収

収総

告
月あ表

十る

日

体
団

金

曜

日

入

本収

年額
越

前繰

入額

出額

支総

年額

入
・

支
出

の
総

額

品

経
品費

事
務
所

費費
計

出

組活
動

支

越 ・

前繰

入入額

織費

総

年額

の入

出本収

年額

年額
越

翌繰

出額

額

支総

数 費
会

員

・

額

員
党金

個特

政

収

選関
係

挙費
関行

機発

機
紙業

誌事

関の費
伝費 の

業 紙 治宣事 誌 の

額

員
党金

年額
越

翌繰

発

数 費
会

員

・

寄）

分付
寄 人定

個特 収

団

人の分
他体 の

法そ団

治分
体

政

入

っ

小あ

政パ 行ー 治テ 資 そィ
金ー の

他そ事
の 活業 他 の

内事の費
小 業
費

計

調研

法そ団 寄）

分付
寄 人定

体

政団

入

人の分
他体 の

治分

匿
党

政
）

計ん
せ

っ

小あ

入
収

業
事

計
合

附名

の
内

究

動
訳附金

付

寄交

査費

そ経

の
他
費の費

部交
本の

計支付

附名
匿
党

政

の）

計ん
せ

入
収

業
事

内

計
合

四
〇

金
入

借

訳

無
」

へ）
部金

訳金
入

借

等況

産状

資の



金
資 政

平 総治管

成 理

十

体 団団

四 括届年 体出五

北 海

政入 由収

自同同同．
１

の 友出 同支

経び
及

道 公 報

にを
削

同り

改
め

川
の上

。附分

る寄年、

所
訳支

内
同の

第

の金

・ら付 部か
本部交

そ収

支

号

自

者

経・
一
政
功

原 由
菅

月 ・ 表の十

職
公

日

報年
） 称類

種

名の

金

告日
月

曜

収総日

収

体

法そ同同同団
る

会あ

倉

道ム専梶岩所

人他
の

ナ設 技 パ田建 門 北

術建

旭

の
ら

か
者同

の中
一項

委

年道部

で海支

附北川

寄
万師

５剤

間薬

の
他
の入

人
件
費

光 経

熱
水
費

常
備消
耗

会）
長

友市
川
同
旭

支

年額 支

越 ・

前繰

入入額

支総 総

年額

の入

出本収

出額

額

業

ス営 員 シ設川

テ会

を盟

円連

市
川
旭同同同

も
る

え
超旭

の
）
の

団
理
管
金同

資

品

品費
事

経

務
所
費 費

計
組活
動

織費

出

・

額

員
党金

年額
越

翌繰
数 費

会

員
個特 収

びの成 北

政支報 海

出告年平 道

にが北成

治
選資
関あ海 挙金
すっ道年 管

るた選５

規
理

報の挙月

正
委

同同え
加
を

項」

事
の
体

。
る

挙費
係

選関 政

関行
機発

機
紙業

誌事

関の費

発
伝費 の

業 紙 治宣事 誌

そ団 寄）

分付
寄 人定

の

政団

入

人の分
他体 の

法
治分

体
っ

小あ

法
告で管 員

書、理日 会

に同委

昭
告

つ法員

和
示

い第会 第

告

年
て 法
、条示 号

第ゆの第

律
め規
た定

の ん基北 ）） うに 号号
づ海 第

一

川組海支

旭同北川

同同

防薬

消合道部

政パ 行
資テ 治ー

そ
金ー

ィ
費

他 の 活業 の
他そ事

の
調研

計

費

小 業
事の

内

附名
匿
党

政

の）

計ん
せ

合

四

内

計

一

入
収

業
事

市き道

の政挙 第を 民、選 条部

の団理 項の 会治管 １次

計の員 規お 会体委 のと

任支委 に訂 責収会 定り
る 告長 づす 者報員 基正

政藤。 書 く佐

盟

事連

備師

設剤

要 治

の

協旭

業
同同

究

動査費
費

他
の
そ経

附金
付

寄交

費の
本の
部交 計支付

訳

訳金
入

借

公康 の

の 体枝旨橋 団良
訂之 入
ら表 収

か

」」及正平

部金
へ）

等況

産状無

資の



ら付 部か た本部交

め
ゆ

そ収

ん支の金

う・

北 海

政

他 治管分上の 金年そ 資

団 届治 川 体 団政 団の 理

体 体出

道 公 報

を
１

の
出

支括
び

及
入総

収
．

第

ゆ

部か た 他本部交

のめ そ
治支の金

政う・ら付 の
体そ収

団ん

号

分上

年
平
成
十
四川
年
五

会件

の人

民の入

市他
の

費

経光
熱
水
費

支常
備消
耗

所 名の
職

公 の・支） 者
総

告日
月

報年
） 称類

種

収

収

る
あ表
団
体

件

の人

民の入

市他

）の

費

会

経光
熱
水
費

常 支備消
耗

月支

十
日

所

金

曜

日

品

経
品費

事
務
所

費費
計

出

組活
動

支

越 ・

前繰

入入額

織費

総

年額

の入

出本収

年額

出額

額

支総

品

経
品費

事
務
所

費費
計

出

組活
動

織費

政選関
係

挙費
機発
関行 機誌事
紙業 関の費

業 紙 治宣事 誌 の

の

党金

年額
越

翌繰

発
伝費

数 費
会

員

・

額

員
個特 収

政選関
係

挙費
機発
関行 機誌事
紙業 関の費

業 紙 治宣事 誌 の

発
伝費 の

政パ 行治ー
テ 資 そィ
金ー

費
他 の 活業 の

他そ事

の
調研

計

費

小 業

内事の

法そ団 寄）

分付
寄 人定

体

政団

入

人の分
他体 の

治分
っ

小あ

政パ 行ー 治テ 資 そィ
金ー

費
他 の 活業 の

他そ事

の

計

費

小 業

内事の
調研

究

動
そ経

訳附金
付

寄交

査費

の
他
費の費

部交
本の

計支付

附名
匿
党

政

の）

計ん
せ

入
収

業
事

内

計
合

究

動
訳附金

付

寄交

査費

そ経

の
他
費の費

部交
本の

計支付

四
二

へ）
部金

資の

産状

等況 訳金
入

借

無
」

へ）
部金

等況

産状

資の



菅

分上の原

年そ

平

他成 の功

十

一 政

四 治 川

年

体連 団

五

北 海

１
．資 政

そ収金

の入総

理

治管

他及

団 び団 の体 支括届 出 政

体出 の 治

道 公 報

市政

ッ 他

ネ の治分上

民 そ年

ーの支 政ワ体 ト の川 団

治

第

に
改
め

金

。入治分上

る借年 政

中の 訳支

内体

の川 団

号

）月 合 支

十 後日

会
援 所

金

曜

総日

者

団・ あ表

公 の 体る

職 ）団名の 体

収
告日

月

報年
） 称類

種

収

久

）川称 体旭

名所 団ク
子入

厚
保

借

名所

称
借

入

額
繰
越
額

収
入
額

総
額

年

の
出本

年 支
・

前

入入
出

額

支 総

金
先

額

」

先
金

額

党金

年額
越

翌繰
特

員

額 年・ 北平員 海成会

道費数

挙５
選年

個 収

び報
。
る
め
改
に

管月

北

政支告 海

出が 道

にあ

治
選

関っ ゆ資 の

挙

すた め金 事

管

るの た規 項

理

報で う

正 に

委 次
入

ネた借

民め

市ゆク
を

ご トん先 ッう

団
分

体
団

）
付

寄
定

体
分

あ
っ

人 理
委日分

員

法そ 寄 会の 告他 示人の

第

政

入

号

治

北 の
）

小

告、 ん

法

部海 一

員 の

書同 会 よ昭
に法 告

つ第

市和 う

示 に民

い 第 の年 加

て条 法 え

、の 会号

原定 高第 。菅規

律 る

功に
き 第 興連づ ）

一基 号 橋

合

と ワ

が
高 旭の

残 ク民

の ー市

川会

厚興超
を 保橋円

万 久高

る
え

子志借せ
ん
）

四
三

を道計 選の 挙 次

政

管 の党 と匿 お理

名 委附

員 り

合

す委 正会 訂

計 る員内

。長

業
事

入
収

後、
の団 １
会治 第
援政 条 志

会体 項
計の の
責収 規
任支 定

く藤書 づ斉告 基
者報 に

旨 治啓要 政

の

入
金
の

所
支

川
上

分
年

そ
の

橋

入
借

康

訳金

ら表 の
か公 体

の 団一

之

訂 収

他

及の成
正平 入

政 」の

有

） 」体
団
治



、
に

収
金

付
交

北 海

菅

部か 功

他本部

上の原

そ
団

治支の 川一 政・ら

の
体そ 連

道 公 報

１
．政

年 資 収

分 金 入総

理

治管

及

団 び

体 団

支括届 出体出 の

第

を

収
の金

ら付 か
部交

号

平

本 成部 十・
四支
年

そ 五

入
消
耗

援 所人

後の
他 合 支）の

費

会件

経光
熱
水
費

支常
備

・
者

あ表

公 の る

職 団名の 体

総

告日
月

報年
） 称類

種

収

収

入
人
件
費

熱
光

水
費

備消
耗

の 月他 十の

日

経 金

曜

常 日

品

支

費
活
動
費

経
品

事
務
所

費費
計

出

組

額 支

越 ・

前繰

入入額

織

総 総

年額

の入

出本収

年

品

出額

額

支

品費
務

事
所
費

計
組活
動

出
費

経
織費

費
係

関
費

業
事

行
発

政

費
業

事

選
挙

機
関 機誌
紙 関の

紙 治宣 誌 の

の

員
党金

年額
越

翌繰

発
伝

数 費
会

員

・

額
個特 収

挙費
係

選関
関行

機発

機
紙業

誌事

関の費

政
発

伝費 の

業 紙
宣事 誌
治

の

ー
ィ

テ
ー

パ
研

計
小

費
業

事
政 行

資
治
そ
金

内事の
他 の 活の 他そ

の
業
費

調

法そ団 寄）

分付
寄 人定

体

政団

入

人の分
他体 の

治分
っ

小あ

政パ 行
資テ 治ー

そ
金ー

ィ
の費

他 の業 の
他そ事

の

内
活

調研
計

費

小 業
事

究
費

交
付
金

費
経

の
交
付

動
訳附

寄
査

そ
の
他
費の

部
本
計支

附名
匿
党

政

の）

計ん
せ

入
収

業
事

内

計
合

究

査費

寄交
付

附金

の費

他
の
そ経

本の
部交 計支付

訳
動

四
四費

金
）

有
」

へ
部

訳金
入

借

等況

産状

資の

部金
へ）

況
状無

の

」

等
産

資



ん
み

平

本部交 な成 で部か十

つ・ら付

四

く

支の金

年

そ収五 る

北 海

政

他 治管分上の 金年そ 資

団 届治 川 体 団政 団の 理

体 体出

道 公 報

１
．

び
及 団

分入総 治年収 政

の 名出

の支括

体

第

を

菅同

連附 川一寄 分功

年上原

所援訳 後内 支合の

号

政

訳名

内の の体 附団 寄

治

の月 他十 の入 市

日

費

会件

の人 民

経金 光
熱
水曜 ）費

常日 支備消
耗

所 名の
職

公 の・支） 者
） 称類

種

報年
月

告日

収

収総

者
附体

寄区団
る

あ表 称
名 者

・
附名

寄氏
の分 か 団者 治の 政同一

同 会

んの寄 希のみ民の
ら 体

年 市でで 都な会附 望会
つ間

称

５ 世く

分 か者 者附 の寄区 一
同

附名 で
附

寄寄氏

の
らの

５名 者

間・ 年

品

費費
所

務
事

経
品費

計

出

組活
動

支

越 ・

前繰

入入額

織費

総

年額

の入

出本収

年額

出額

額

支総

の所 他住 の
そ

額
金

の称

万 紀る

所 政・

円 市

超
を 民市

え
る
も
の
）

超
を

円の称

万

市
川
旭同 住 の

）そ
の額

も
る
え金

所 政・ の所 他

挙費
係

選関 政

関行
機発

機
紙業

誌事

関の費
伝費 の

業 紙 治宣事 誌 の

額

員
党金

年額
越

翌繰

発

数 費
会

員

・
個特 収

び訂

体地 団在 治
北

政支正平 海

出の成平 道

成

治
に報 選資
関告年 挙金
すが北年 管

るあ海５

規
理

報っ道月

正
委

事菅 るの

同めク
改
に

」

ご次
先に功

入項原

。借

一
功

上原
菅

体地 団在 治
支合
連

川

政パ 行治ー
テ 資 そィ
金ー

費
他 の 活業 の

他そ事

の

内事の
小 業
費

計

調研

法そ団 寄）

分付
寄 人定

体

政団

入

人の分
他体 の

治分
っ

小あ

法
告た選 員

書の挙日 会

にで管

昭
告

つ、理

和
示

い同委 第

て法員

年
法
、第会 号

告

律
第み
ん条示

なの第

号で規

北 ）

の

一

） くに海 第号 つ定

高に後

残う合

のよ連 と
え

援 同が加

会 る
え の超橋 民を

円高 。 万

治
政

会

所援
後

借
る興 会 都な

望会ん

希のみ

体
団

市で

究

動
訳附金

付

寄交

査費

そ経

の

四 他
の費五 費

部交
本の

計支付

附名
匿
党

政

の）

計ん
せ

入
収

業
事

内

計
合

る基道

づ選 条の
一
を 民、管 １部 市き挙 第

の 会治委 の次 の政理 項

お 会体会 定と の団員 規

訂 責収員 基り 計の委 に
政す 者報 く正 任支長 づ

の
金
入志

書 治加る 告

年
分
上
川
支
所

つ

の 同そ

紀る

世く

市
民市

川
旭

へ）
部金

訳金
入

借

等況

産状

資の の二要 体健の橋 団藤。
表

か公之 入

の 収郎旨康

） 」体
団

治
政

の
他

及ら

市



に

政

、

訳名

内の の体 附団 寄

治

北 海

の金

・ら付 部か
本部交

そ収

支

道 公 報

み
な 管分上の 金ん 年そ 資

治 川 体つ 政 団で の 理他

る 体 出団く 届

第

を
１
．政

入総
収

治

び
及

団

出
支括

体 の

号

平
成
十
四
年
五称

同
一

附 の寄区

者者 かの分 ら
寄寄氏

の
附
で附名

間・ 年

名 者 ５

熱
光 経

費
件

人

の入

他
の 支） 者

耗

備消 支常

費
水

・

会 類

の 種所 の民

職市 公
）
年
月
日

）

収総

あ表の る
団名 体

称
報

告
収

月
十
日

金

曜

日

万
を

円の称

超
え金

る
も
の額

）そ
の

所 他住

の・ 政所

計

費費
所

務
事

経
品費

品

織費
動

組活

出

入額

本収

年額
越

前繰
入

年額

支総

出額

入
・

支
出

の
総

額

治

み民

体地 団在

年上んの

分な会

川で
つ

支く

挙費
係

選関 政

関行
機発

機
紙業

誌事

関の費
伝費 の

業 紙 治宣事 誌 の

数
員

額
金

額
越

繰

発 個特

会
・

員
党

年
翌

費
収

る

所

人
個

市
五
十
嵐

政パ 行
資テ 治ー

そ
金ー

ィ
費

他 の 活業 の
他そ事

の
調研

計

費

小 業

内事の

定 人寄

分付

人の分
他体 の

法そ団
）

政団
体

治分

小あ
っ

入
寄

広
三

旭
川

訳附金
付

寄交

査費 動

究

費の費

他
の

そ経
部交

本の

計支付

せ

計ん
合

名
匿
党

政
）

計
入

収
業

事

の
附

内

四
六

市

無
」

へ）
部金

金
入

借

等況

産状

資の

訳

無
」



ウエオ

平 実定受

成 講

十 施申

四 込年 のみ五

北 海

係１

成実

備平平実アイ

警る

施講講 施 業成
法

習 期 年年期

月月日、の
習 昭６５日
、場

和
にの実 お日所

道 公 報

北 に

海 改

道 同同め

公 る

安 。

示
告

会
員

委

第

み民同

団

分な会 治年上んの 政
名る

の支く

体つ

川で

所

号

を

同

受

訳
内

の
附

寄

月

場付十
日

平間

所員間
期

間函函

金 館館人成

市市

曜

川産５

豊水年

日 町物月

地

律る定種 法け、施 場 年
習等等別間

第講員期 所

を
と備成 第
の警平 ）次 号
お員

月 ３
実導６ の
り指年 条

第
施北教

す海育

第

道

号 同同

公

安

田田委

村村員

禎隆会 三史

分人

者
附

寄区個同

市 称
附名

嵐東

十 寄氏五坂

の
名 者

・広

寄 坂の
ら

か
者

の 同一
同

卸
番方日 ５

間
年

で 東附

６

月
同
ら

場か

市）

号売月
日

任 項
る道責日 ２

ま
）
金

。公

か 定

委講） 規

安者月 に

月 警

委同 る

会ら す

員習

備

員
長
潮 指

日 員

郎郎

ま 育

田） 教

金 導

告

示

金
の称

三徹

同同

額

市 の所川 他住旭同 の
そ

る
え

超
を

円
万 徹

所 政・

も
の
）

１

日
５
の
で

同

審アイア
技

の類技教日技

査種期

検

類検指検能

種能習能

５ 者

の 任

で 責

、定導定

１

に日

北

道号

８

海

イ平 道

の成

路 講

公

習

交
規 安通
定年 委

に５ 業法
員

よ月 会

５６７

」

講 び講
講 及受

書受受携

資みの手 講込
付 受申

受

４

体地 団在 治

講

講則に受

本アイウ受

定格希

習最警」検合講

員い規し望 申 は近備と

」

次年等う則た者

、５

２３

員定

習了
修習

習 講
講講

査資

日審審審員

期員員

時格

、査査
、の

及型型証

間大大者

所通通付

場普普交

び、

た

特特け

大大受

、、を

務昭

、、

り 告和
、日 示 の技 第

能
年

委法
検 号

員
第 託定

律
審

び 第

講西及 ）

本条査 号

習２
は丁教

時数 格人日行

、目習 条

場

要受び料

当が及

該員
書

明員
証定所等品

件講
受ま受相筆案 各

用書

講 ２人講で当記内

間の具を

申 通）受の額

超は、北、携

請 をを付

の間の。第後は 込

を 作

継住 み いに検）１、、

に１第続所

ず警定第条

か業関条２し地
要 れ備

１は

に務す第項て領又

規項規年勤

該にる２に

先

す事則に定以務

当従
るし規す上

２備の

者た昭定る警等

る級業所

に期和す

対間

間施象

実
の対 時

査
考の

証

８の了

前習修

午講習
終明

時最

該

二二当

自自で

普普者

牽技

、、
け 牽
んん

け

員
定

））検

引引能

四 資

七

２

社８指北 の

に
証

者
格

４

法地員道 第

団番導海

第

北に査安 項

人）審公

号

道託次員 １

海委を委

及

備てと委 イ

警しの会

第

協施り長 び

業実お員

会す実

る施潮

え、講海印行
札。す 条

る のた当習道章す

す 成

と 上場該の収る
肉と

き 、合講実入朱こ

当は習施証
で使

受 該、初場紙を。

選ので納用

講 警抽日所

る

付 署に午行付す

受 察

８。るも の によ前うす
に ） 出受時この 際 提り

と に す講

年１の務在
る者分。限

を

て通国級検に地

しが

検に事管

行算家の定従

。て安定合し轄

うし公
合しいる

３委に格てす

も察

以会格たる警

年員
で則た備の署

上規し警

え

る５で備

あ第者員に

を

分日書

。っる

者号あ

修す

午習付

ら講交

かに
を
ま査

時考。

６了る

後
合
。、

るし
す施
と実
で

幌る田 の

許
免

転
運

る
係

項

区４

北第

市。 ３ 。 ３ こをかる 、

７第

北

。定午） 万 と決ら
す前、

る９講

下、習

以て講

。時円習

当受

格

規定込

定検申

検該講

講
し
対

に
者



アイ証

し査成で

項写審審平紙
納

査 技又審

を 能は査手
料北す

受 検第細数年付

目け 定

納道こ

よ 員条にの海る

審第つ

北 海

２３
条

場審幌３査提

受札の審
申書

間所資方第の出

時

内第手

管項請類

格面４
号

前幌海に２続

午札北

９市道住

道 公 報

を

科成習す成

学平教有平

平教平

指る 成習成指
導年導者年 指
年導年員６員を６

第

イ
教の

成指習類教

技平習教種

導指以習

技平能

能成検
定年員導外指 検
定年員７審員の導

号

平の
成種
十類技平
四以能成
年外検

五

査１い付条と

う の定年

にの第
す 等項て例。

と
る に

者 関規審

、 るすの）
は す定査号

査 則審部２ 審 規る一第
申 査が条

を 成請除定 請 平申免に

に

る 年れる す ６書さめ

当

か稲察を該

時手警所
る

午曙部すす

ら区本有
の

５条通者も

後５交る
あ

ま丁運あで

時４部で
、こ

１免てる

で目転っ

号験路。

１試道と

番許

６員６及月資除月

格く 月審月び
技日者。日 査
日日能証）

普指木の木

員付及

水自水導）交）

受同

）及のをび

）二）
受同格け月

をび資

け月をて

有い日 る
場日すな

転審

員７資月査資運員

者日者免査

審月格３格

日証証許

査１
普の水のの大

付類、

自月交）交種型

及をらをに普

二）付か

じ、

をび受同受応通

）

て５たた大

受同け月け

又

る４い日者教特

け月
場日なで習

月運員７

十転審月

日

許日

免査１

の大
類、）

種型月

金

応通
に普

曜

た大
じ、

日

者を と 国る額

能又
技特

、 安あこ に 公で、 き 家

き相 海

員とに 北 委るれ
安

則、す 公

規は当 道

会

を面 員

３れ額 委

第こる

交

第す北 手

）証の 会

号

運第

幌法

札通

課
転

場４

験第

試２

許の

免条

合るい金

号
２
第
項

）の

金者者）

導

日指間

２科日

の学２

指は

導
指
能
技
び
及
員

間

合い金当

牽 け 木者）該導
ん

ので習審）

）ま教員引

日３導を受

２の指査を
場

間資ける

間日員受け
る
にす
証と
者う合

格よ

牽
検は

るも
係

け 定
ん

受け
を受
査を

審）
員引

も
る
す
と
う合
よ場
ける

収 条

条書道 料

３る海 数

１通の通例入

第１面１ 第
は
又

員
導
指
習
教

定る
検す
能関識

技に知

関能

審技に技

格
資
の
員 運の

目定る

項検す

査能

４
許
免
転

の能

な申札北電査技
審

先市道方検

お請幌海話

、

法定 郵手警

の

送稲察－等員

ら

付成か

受平時
９

期

動す審 自関 ５後

間年午

能
技
転

運識
の知
車る査

い自い技

に
法

方
価
評

の

の検

路規る動て能

道に
通す項教知定

交定事車

施

第教所実

法る習識の

則に

の関に

容るす の
内す関 条
と法る

てつ

っに識 ４
な令知 第

審能運動び

技の自及

項

運の

定技の点

検転車採
能

し技能

と転技 査員能
自る

なす

要関 細必に

て

審

車察

目動観

に区本

査

る５交－ よ曙部

申条通

、目転内 は丁運

請４部

受１免線

け番許

け号験、 付１試

な課

時
月５

い教

で
日ま

月
同

ら。
かる

）す
月と

日

の績接基る

そ成面格あ

格あ験はと

合で試準こ

基るに、。

準こよ
うセ

、。行ー

はとりパ

論
セと以

ーのト

パもン

の績文

あ正そ成論そ成

で式合で式

る誤の績文

の格あの格あの

こ式合

記

。筆基る筆基る筆

と

試はと試

記準こ記準こ

験、。験、。験

試はと

に に に
りーりーり

よパよパよ

同そ成実格

行セ行セ行

審能つじの績技基

技に

あ験は

試い。合で試準

のの基るに、

験て）格

査自運方準こよ

。行ー

動転法はとりパ
うセ

車免に、

方の許準
てーのト

運試じパもン

習

法にを行セと以

転験

曜
土

の
で

ま
）

金

係
所

。

及
日

四び

八

ト、の

ンし上 を
日
曜

日

う
の合で

上の績

以そ成 の

もトもトも

うンうン

し

と上と上と

の以の以

ンし上

、、、

しのしの

成

要うもト、の

必いう
以と上の績

な。の以そ

除

、

能下しの合で

等技

前
午

の
日

く



１１ 北

道号 海

イ平審 道

の成査種

路
旭交

平 の類 規 川通

成 定年種 方法

十 に５類 面

四 よ月、 公昭

年 期 り 安和

五 、日日 委

北 海

格格い査

合合問審

５６
せす

表表わ関

発発合に

査い

審問

、先る

は

道 公 報

い

の自い教つ

識
知

る
す

他動て習

第

るな学るな教
関

に
習

教

能技教科知教則

技

号

能

項に技

査習る

審教す

審習運
教の

目関

月 技、 員年

十 能時 会法

日 検間 告

定及

律
示

員び

第
第

審場

査所 号 号

）金

び海 第
及北

曜 教道

の
習旭 条

日

了わ

終合

導方 ２
指川

道

後せ旭 おは

川

む申

お、

方

ね請面 １先

公

間す

週に

安

以る委 内こ

員

知導の

自車の指て

にと

所と識

車習識員知

動教

にす必

転関て

運にし

の

育

る令教

す法な

関る要

そ成論そ成

識つに

知に

教能習教識習の
そ成論

教技容

習のの習のの内

教技

動をな

自習能自習能と

のうて

車い車いっ

動を

転）る

運。運。い

のう

関必項

にににに事

転）
格の正

す要す要そ

関必

と 査員能
導技

指転
成面

車

目動
自

な
要 細必

て
し

安 項
審公 ４
員面 第 技そ

の会 号
次員 １
を委 第
査

第
り長 び
お員 及
と委 イ

実
施井

、。

。 ３
る須 の
す 条

会

文告 書

示

る
す
知
通
に
人
本
り

よ
に

で

の績文の績文の績

。

の格あ

合で式合で式合

基る筆基る

格あの格あ

こ記準こ記準こ

基る筆

。

はと試はと試はと

準
、。験、。験、
に に

ーりーりー

パよパよパ

ンうンうン

セ行セ行セ

績接基成誤
トもトもト

あ験はでの

で試準績式

こよそる記

るに、あ筆

。行ぞと験

とりれこ試
よ

うれ。に

も

も

しセう

とー行

のパり

基
験格

試合

審能の

、ン

に、
法は

方準 査の

方準
ト
うン 法行セ

てー
じパ

第

誠 項
４

孝 第

も

北たす札北

施

間所
時場

午旭

を

科成習す成

学平教有平

平教平

指る

上

以の以の以

成習成指

、

のしのしの

上と上と

イ
、

教平教

技平習教種

教の
指以習成習

能成指習類

導

合上し

の以と

そトの
検

、

類技平技平技平

技種
の

以

検以能成能成能成

能

、
しの

等と上
の

習能

技教日技
期

アイア

る幌海

定導定

検指検

能

市道し。市道

前川海だ
１稲察

時近警、手警

９

部

ら町旭の区本

か文察

曙 川 午

面ア条通

後丁方の５交

本の４部

５目
時

丁運 部 ま

転び１免

で番運並目転

の免に番許

地

導年導者年 指

除月

年導年員６員を６

６員６及月資
格く 月審月び
技日者。日 査
日日能証）

普指木の木

員付及

火自水導）交）

資受同

）のをび

）二）
受格け月

を
けをて

指 定年員導外指
６員

員７審員の導年導

転審月審

資月査資運員

査

格３格

者日者免査

証証許日

の水のの大大

、）、

交）交種型月特
牽

付か付類

け をらをに普

ん

けじ））

受同受応通引

て５たたをを

け月

検 検 定外検

員７

員の定年定年定年

審月審月

資運員７員７

格転審月

者免査８査９査

証許日日日

のの大大普
二）

交種型月特火自水

牽）

付類、）、）

け をに普

ん

けじ））受

受応通引を

審審

員員員
たたををけ

査査査

審
通通

普普
、、

型型
大大

１試

、、
特特
大大

、、

旭の課

課イ号験

５許同

札
転

転び運

運及幌

川
試係許

許に免

免

四 験る試

九

有い日

、
は

査場

場審験

場すな

る

の

者者）

合るい金

び
及
員

導
指間

科日

学２

けけ

い日者教受受

能
技

なで習
該導場場

い金当指るる

で習審

ま教員合合

者）

け

日員受

３導を

の指査
にす
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るな 第

方－検転

そ成実格あ正

定技
員能 面

し 部、と 査 本

て 運
課線な 許内要 免細必 転

自

目動 旭
運、車 川

技に同 転

。で申目

条と日まる丁

例
第月と請

）すは

）ら。け地

号かる受番

な

２月け５
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日
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４
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５
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２
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６
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５
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又

い７と併

な課西う合

の渡

も譲

目るは

。丁す

らの

格承

資り

、よ

はに

先

す月出

有同提

を
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本北部日 － に察所区務

必

時 北要部２会

道資示西課

海な告条計
丁線 警格第７内
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の札日年

価明
）書平

月入

十札 号

日

下
以

入

金

」
札

曜

い
と

日

。
う

丁線 ７内 西課
条計

目

条会

管格

報資

目
丁

７
西場時

日

。
と
こ
る
す

課有

理を

を

に成

北よ
月に

道。３度

海る年限
当

警
察

期

長で約

部ま契

本日該
長

原し延
だを

上た間
。

１２

。
る

す
施

実
を

）

、

に

札調幹調納納札

入入

入入 を交を参 に達部達

る用るす

す番す加 付

北

次 海

の平 道

と成 警 ここ詳

お 察 のの細

り年 本

一５

入入は

部

般月

札札、

告 及の入

者契

イアイ

捨税
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